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＜開催場所＞大阪府立大学I-siteなんば（南海なんば第1ビル2階） 
〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2丁目1番41号 

とは？ 

大阪府立大学には分野・部局横断型の先駆的で挑戦的な研究を行う、多様な研究所があり、セミナーでは、参加者の皆さまに、 
本学の教育研究活動への理解や興味を深めていただくため各研究所の再先端の研究や多彩な取り組みわかりやすく紹介します。 

『殺菌法あれこれ、微生物制御の意義とは？』 古田 雅一 教授   

『くらしの中のカビ－ミクロの世界の知られざる姿－ 』 久米田 裕子 客員教授   

有害微生物の制御が必要な分野 
どのような方策があるのか、微生物制御
研究センターでの研究の現状について 
解説します。 

食品や医薬品の品質を損なわずに十分に殺菌したい、 
という要望が高まっています。 
しかし、従来の加熱殺菌は熱に弱いプラスチック製や 
医療用具や新鮮な食材に対しては使用できません。 
そこで加熱に代わる新たな殺菌法として放射線、圧力、
電気パルス、薬剤等、様々な殺菌法が開発されており 
ます。 
しかし、一方で、抗生物質の効かない耐性菌など、様々
な抵抗性微生物が現れ、また通常の検査法では検出 
できない「損傷菌」の存在も問題となってきました。 
これらはどのようなものか、また問題を解決するために 

私達の身の回りには無数のカビ
がいます。ふだんは目に見えない
ので意識することはありませんが、
ちょっと気を許したすきに、思いも
かけないところにいつのまにか生
えているのです。カビのこの旺盛
な生命力は、地球上でのカビ本来
の役割を考えると当然のことです。
カビはもともと土壌をすみかとし、
有機物を分解して土に返すという 

※左から  カーブラリア、 ペニシリウム（アオカビ） 
                リゾプス（クモノスカビ）、クラドスポリウム（クロカビ）   

○南海電鉄難波駅 
  なんばパークス方面 
      出口より約800m 
○地下鉄なんば駅 
  （御堂筋線） 
   5号出口より約1000m 
○地下鉄大国町駅 
  （御堂筋線・四つ橋線） 
   1号出口より約450m 
○地下鉄恵美須町駅 
  （堺筋線） 
   1-B出口より約450ｍ 

重要な役割を担っているのです。 
日々のくらしの中で我々がカビを制御するにはまずカビ
をよく知ることが大切です。このセミナーではミクロの生
き物「カビ」について、その本当の姿を紹介します。 

1月26日(金） 
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